















































































































































第 1 声、左上の隅が第 2 声、右上の隅が第 3 声、








































































































































































































































































































































































































































































































先生らしいが、まさに、第 1、第 2 の柱をひっくるめ
て、第 3 の柱に結びつけた観があった。 
   
 このような教育では、第 1、第 2 の教育において
効果が目減りするはずであり、学生の勉強にも、兵
役近しとの危機感も手伝って、焦りを生じ、予科時
代から第 3 の柱「実学」に目移りがして、教養課程
という余裕を失った観があった。入営が近いある夜、
私は学友の 1 人がマルクス『資本論』を、どうせ途
中までと覚悟の上で、熟読しているのを目撃して、
ある感動をおぼえたものだ。彼のなかで『資本論』
は、陣内先生の路線でいえば、やがて来るべき中
国社会主義革命を見込んでのことであったかも知
れず、第 3 の柱に急いで食らいついていた可能性
が高い。 
 とはいえ、戦争末期の特殊事情をぬきにしてい
えば、明治中期にはじまった「大旅行」の報告書の
山が、戦後に接収されて、現代の中国でも貴重な
資料として珍重されていると聞くが、いま専門家が
読んでもかなりの水準であるといわれ、そのような
水準をもたらした教育の効果は大きかったといえよ
う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
